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Ⅰ．はじめに

平成17年に文部科学省中央教育審議会による答申
「特別支援教育を推進するための制度の在り方」（文部
科学省, 2005）を受けて，平成19年には特別支援学校
がセンター的機能を担うようになった（文部科学省, 
2007）。更に，平成27年にはインクルーシブ教育シス
テム構築事業を推進することとなった（文部科学省, 
2015）。しかしながら，特別支援学校教諭の中で視覚
障害者の教育領域の免許状を保有する者は932人（免
許状保有率35.2%）と，各障害種の中でも最も低い状
況にある（文部科学省, 2016）。このような状況であ
っても，視覚障害特別支援学校（以後，盲学校）は，
小学校・中学校の通常の学級や弱視学級，高等学校に
在籍する視覚障害児を支援することがより重要な業務
として位置付けられている。

これについて，全国の盲学校は従前より早期教育相
談や小・中学校等に在籍する児童生徒の支援に力を入
れてきた（滝坂, 2003）が，他の特別支援学校と比べ
ると地域との結びつきが弱く，地域支援ネットワーク
の構築が課題として報告されている（井坂・仲野, 
2009）。

また，盲学校の教育相談については近年様々な課題
がみられている。山梨県立盲学校での巡回相談では，
小・中学校の指導の継続性が失われやすく，弱視児の
支援に必要な基礎情報も引き継がれにくいため，盲学
校は支援方法・内容の工夫をする必要があると報告

（薬袋, 2014）している。小・中学校への巡回相談で
は様々な相談に応じる必要があるが，対応する盲学校
教諭の専門性が不足してきているという報告（川口・
小林, 2010; 奈良・相羽, 2012）もみられる。例えば，
川口他（2010）の調査では，広島県の盲学校教諭の 7
割近くは在職経験が 5 年未満であり，在職経験が長い

教諭よりも専門性（例えば，視覚障害児の視機能・行
動・発達，教材教具等）の理解に対する自己評価が有
意に低かった。そのため，巡回相談に応じる盲学校教
諭の専門性を向上させながら，幼稚園・保育園，小・
中学校において，各弱視幼児・児童生徒の障害特性や
発達段階を踏まえ，教育的ニーズに応じた支援（基礎
的環境整備，合理的配慮，コーディネーション等を含
む）が求められる。こうした課題を解決するための取
り組みとして，薬袋（2014）は，弱視教育の支援ツー
ル「ひとみ」（以後，「ひとみ」）を開発し，盲学校や
小・中学校等の共通理解，引き継ぎ，指導計画立案，
合理的配慮のデータベース構築に役立てている。ま
た，相羽・渡辺・上杉 （2016）は，盲学校教員が小・
中学校に在籍する弱視児の初回相談に活用できるアセ
スメントシート（試案）を開発した。また，東京都弱
視教育研究会（2014a, 2014b）は，弱視レンズの系統
的な指導事例を集めた教材集を作成している。

ところで，弱視幼児・児童への具体的な指導プログ
ラムやマニュアルについては，弱視レンズに関するも
の（稲本・小田・岩森・小中・大倉・五十嵐, 1995; 
薬袋, 2014; 東京都弱視教育研究会, 2014a, 2014b）が
中心であり，視覚補助具のうち，もうひとつの必需品
ともいえる拡大読書器を扱ったものは数が少なく，そ
のほとんどは指導対象が文字学習が十分に行える小学
生（高学年）以降を想定したものである（森田, 2000; 
鈴鴨, 2008; 山田, 2004; 山県, 1999）。確かに，拡大読
書器の使用頻度は，教科書や板書の文字サイズが小さ
くなり，地図学習など細かいものを頻繁に見る小学校
高学年から急速に高まる（青木・相羽・奈良・永井・
中野, 2013）が，それは必要になったときにすぐ使え
るというものではない。このため，拡大読書器の基本
的な使用方法については，小学 1 年生までには習得す
ることが重要と考えられる。特に，弱視幼児・児童が
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拡大読書器の基本的な使用方法を初歩から指導するこ
と（以後，拡大読書器導入学習）については，盲学校
や幼稚園・保育園，小学校等の共通理解，個別の指導
計画や個別の教育支援計画の立案と評価，合理的配慮
等に役立てる上でも必要なものとなる。したがって，
弱視幼児・児童（小学 1 ･ 2 年生）に向けた拡大読書
器導入学習や指導プログラムを開発することは重要な
課題として位置付けることができる。

そこで，本報告では盲学校や弱視学級等の教諭が盲
学校や幼稚園・保育園，小学校等に在籍する弱視幼
児・児童の発達段階に応じた指導や支援に活用できる
拡大読書器基本指導プログラム（試案）を開発し，そ
の内容について紹介する。

Ⅱ．原案作成プロセス

本試案は，視覚障害教育を専門とする大学教員 1
名，盲学校における 5 年以上の在職経験と小・中学校
等に在籍する視覚障害児の支援経験を有する教諭 2 名
が共同研究チームを構成し，2016年 9 月から2017年 1
月の間で検討を重ね，作成に至った。その作業では，
まず誰が，どのような内容を指導し評価していくかを
明確にすることで拡大読書器導入学習が円滑に進み，
対象となる幼児・児童に対する具体的な支援内容の提
案につなげるという方針が決定された。この方針と教
師と親のための弱視レンズガイド（1995），CCTV

（1999），拡大読書器指導マニュアル（2011），弱視幼
児の指導事例（渡邉, 2003, 2005）や「ひとみ」など
の内容に基づき，目的，指導者，教育的視機能評価，
指導プログラム，指導経過表，具体的な学習シートを
設定した原案が作成された。

1 ．目的
①盲学校，幼稚園・保育園，小学校等に在籍する弱

視幼児・児童の拡大読書器導入学習を効果的に進め，
②対象幼児・児童の発達段階に応じた学習に移行する
ための指導プログラムと経過であり，③対象弱視幼
児・児童の在籍校と盲学校や小学校等の担当教諭，職
員等が共通理解に役立てることとした。

2 ．仕様
弱視幼児・児童が発達段階に応じた拡大読書器導入

学習の指導内容，経過，評価が把握できるために教育
的視機能評価，拡大読書器基本指導プログラム，拡大
読書器基本指導経過表，学習シートを系統的に整理し
た。

また，参考資料であった「弱視レンズガイド」の年
少弱視児用弱視レンズ基本訓練プログラムの実施法は
14頁から構成され，「CCTV」や「拡大読書器指導マ
ニュアル」，「ひとみ」では弱視幼児の指導プログラム

に対応しにくいため，弱視幼児に対応した拡大読書器
基本指導プログラムをA 4 用紙で 4 頁，弱視幼児・児
童用教育的視機能評価記録用紙を 2 枚，基本指導経過
表を 1 頁に収まることを目指した。また，拡大読書器
基本指導プログラムのSTEPに応じた学習シートを作
成することを目指した。

3 ．拡大読書器基本指導プログラム項目
「弱視レンズガイド」の年少弱視児用弱視レンズ基

本訓練プログラムは，遠用弱視レンズ（基礎訓練・ 4
領域，応用訓練・ 3 領域），近用弱視レンズ（基礎訓
練・ 3 領域，応用訓練 2 領域），すなわち，教育的視
機能評価，レンズの選定・助言，ラ環・絵・文字の認
知，絵・文字フラッシュ，手持ち・ピント操作，動体
認知・動体のピント操作，単語読み，短文読み，文章
読み，板書書写，交通機等について緻密にプログラム
され，通過基準も設定されていた。「CCTV」や「拡
大読書器指導マニュアル」は，拡大読書器の操作方法
が具体的に説明され，「ひとみ」では拡大読書器の通
過基準も設定されていた。また，渡邉（2003, 2005）
の弱視幼児への拡大読書器導入にむけての指導事例が
報告された。

これらを参考に，弱児幼児・児童の教育的視機能評
価を基に，拡大読書器導入学習が効果的で具体的な基
本指導プログラム内容を精選した。拡大読書器基本指
導プログラムは，教育的視機能評価，操作方法の理
解，具体物・絵カード・絵本の理解，手先の巧緻性，
読みの理解，書きの理解の 6 つのSTEP，17の指導内
容から構成され，指導経過と到達度が分かるように拡
大読書器基本指導経過表（実施日，到達度）を作成し
た。特に，STEP 3 の【具体物・絵カード・絵本の理
解】には，【具体物の理解】と【平面の理解】，【視覚
認知の学習】の指導内容を設定した。【具体物の理解】
と【平面の理解】は，弱視幼児がX-Yテーブル上に
ある視覚刺激のある具体物や絵カード，絵本がモニタ
ーを通して見ることを学び，より詳細な視覚情報を遊
びながら習得できる指導内容となっている。【視覚認
知の学習】は，弁別・記憶・追視・瞬間視・構成 1 ・
構成 2 から構成され，幼児の文字学習導入時に必要な
指導内容となる。また，STEP 6 の【手先の巧緻性】
には，【シール貼り】，【なぞり】，【定規引き・長さ調
べ】，【塗り絵】，【はさみ】，【視覚作業の学習】，の指
導内容を設定し，モニターを見ながら手先の操作が向
上させ，書字やはさみ・定規などの道具の活用に発展
できるようにした。また，拡大読書器基本指導プログ
ラムのSTEPに応じた学習シートを作成することを目
指した。

Ⅲ．実践評価に基づく試案の作成
1．原案に対する共同研究チームの評価
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実践導入にむけて，原案を共同研究チームで拡大読
書器基本指導プログラムの実用性に関する 1 時間程度
の検討会を2016年12月23日に実施した。その際，拡大
読書器基本指導プログラムでは指導領域，指導内容，
教材・教具，評価方法と通過基準について，拡大読書
器基本指導経過表では個別の指導計画や評価に反映で
きるかについて，学習シートでは学習内容が適正であ
るか等を中心に検討を進めた。

2 ．原案の修正
検討会での検討内容を受けて，共同研究チームが原

案の修正を繰り返し，試案が作成された。修正を繰り
返す作業にあたっては，共同研究チームの 1 人である
盲学校教諭が盲学校の自立活動や小学校等の教育相談
での実践経験に基づいて，良かった点や改善点等の意
見を聴取した。最終的には共同研究チームで再修正を
行った。そこで，修正案に対する盲学校教諭の意見に
加え，表現の微細な変更以外に行った修正点のうち代
表的な事柄を示す。
（ 1）修正案に対する盲学校教諭の意見：①良かっ

た点として「自立活動の指導内容として参考になる」
や「年度を超えた継続指導がしやすい」，「拡大読書器
を使い始める段階の児童には使える」，「指導経験の少
ない教員にとっては，プログラムやサンプルは参考に
なる」等の意見があった。②改善点として「拡大読書
器基本指導プログラムにある【評価方法と通過基準】
では，プログラムを上から順番に実施していくように
考えてしまう」という意見があった。また，「拡大読
書器を初めて見るような弱視学級の担任が，このプロ
グラムを使って指導するのは，難しいと思うので，拡
大読書器の指導方法の研修会を盲学校が行った上で，
このプログラムが活用できるようになれば良い」とい
う改善点があがった。
（ 2）拡大読書器基本指導プログラムの修正：基本

指導プログラムでは，教育的観点からSTEPという表
現を指導領域に変更し，指導内容を17項目から21項目
に修正した。指導領域の【手先の巧緻性】では，弱視
幼児・児童の発達段階に合わせ指導領域を 2 つに分
け，【手先の巧緻性 1 】の指導内容を【シール貼り】，

【なぞり】，【塗り絵】，【玉入れ等】の 4 つに，【手先の
巧緻性 2 】の指導内容を【定規引き・長さ調べ】，【は
さみ】，【立体パズル】の 3 つに修正した。

拡大読書器指導経過表では，盲学校や小学校等の教
諭が個別の指導計画に反映できるようにパーセントに
よる到達度の表記から指導実施日と結果の詳細を併記
するように修正した。

これらの変更により弱視児用教育的視機能評価記録
用紙はＡ 4 で 2 頁，拡大読書器基本指導プログラムは
Ａ 4 で 4 頁，拡大読書器基本指導経過表はＡ 4 で 2 頁
になった。また，拡大読書器基本指導プログラムの指

導領域に応じた学習シートを作成した。
（ 3）新設した拡大読書器基本指導プログラム：

STEP 6 【手先の巧緻性】に含まれていた【視覚作業
の学習】の指導内容をより詳細な視覚作業の学習がで
きるように【視覚作業効率】の指導領域に移動して新
設した。また，【読みの理解】，【書きの理解】の指導
領域の指導内容が手元用の基本指導プログラムのみで
あったため，黒板やスクリーン等の視覚情報を読み取
ることができるように前方用の指導内容を新設した。
（ 4）その他：拡大読書器基本指導プログラムの

【読みの理解】，【書きの理解】【視覚作業効率】の指導
領域には課題が残った。【読みの理解】の指導領域で
は，単語，短文，文章の読み（音読）における読材料
の検討，【書きの理解】の指導領域では，単語，短文，
文章の書き（書写）の材料をより統制された表現とな
るように検討が必要である。また，【視覚作業効率】
の指導領域では，佐藤式視覚作業検査項目を学習シー
トに参考としたが，他の学習内容を加え充実させてい
く必要があると考えた。

これらの修正により完成した弱視幼児・児童用教育
的視機能評価記録用紙，拡大読書器基本指導プログラ
ム，拡大読書器基本指導経過表（試案）を資料に示し
た。

Ⅳ．まとめ

本稿では，盲学校や小学校弱視学級等の教諭が弱視
幼児・児童の拡大読書器導入学習で活用するための拡
大読書器基本指導プログラム（試案）を開発するまで
のプロセスについて報告した。本試案を活用すること
で盲学校や小学校弱視学級，地域の幼稚園や保育園，
小学校に在籍する弱視幼児・児童の支援関係者（盲学
校や小学校弱視学級等の担当教諭や外部の協力者等）
の共通理解が確かなものとなり，効果的な学習が進め
られ個別の指導計画や個別の教育支援計画に提案でき
るようになることが期待される。また，本試案を活用
した合理的配慮のデータベースを構築し，地域支援ネ
ットワークが地域支援を考える際の基礎資料とするこ
とも期待される。

しかしながら，本試案は，まだ盲学校や小学校弱視
学級等で発達段階に応じた実践評価は実施されていな
い。そのため，本試案が拡大読書器の指導に役立つか
否かを検討するため実践導入を行っていきたい。特
に，弱視幼児への拡大読書器導入については，幼児が
自発的に見たいという意欲を伸ばしたり，いろいろな
物に興味をもったりすることが前提であることを確認
し，実施していきたい。その上で，より詳細な視覚情
報を得るために拡大読書器を活用していくことにつな
がると考える。

また，拡大読書器基本指導プログラムは弱視幼児に
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向けての内容を中心に検討されており，小学生への指
導プログラム（読みの理解，書きの理解，視覚作業効
率）の再検討と実践評価が不十分である。そのため，
今後は拡大読書器基本指導プログラムの学習シートを
充実させ，小学校等への導入機会を得ながら実践評価
を行い，実用性の検討を更に続けていくことが重要で
あると考える。一方，拡大読書器を初めて指導する小
学校等の教諭への研修システムについても検討してい
きたい。

付記
本研究は，JSPS科費【基盤研究（A）16H02072】

の一部として行われた。
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